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【要 旨】
本研究は,自 己嫌悪感を一連の体験として捉え,自己嫌悪感を構成する感情要素(感情項目)に加え,そ れを誘
発する要因(場 面項 目),およびそれに対する対処方法(対 処行動項目)という3つの要素を含んだ自己嫌悪感体験









の感情項目の内容から,青年期における自己嫌悪感は,肯 定的要素 も入 り組んだ複雑な感情体験であるというこ
とが示唆された。
問 題
青年期における自己嫌悪感は,自 己意識の高ま り・自己否定的傾向 ・理想主義お よび完全主義傾向とい
った,様 々な青年期特有の心理的特徴や文化的要因な』どが相 まって生起す る,ご く一般的な感情である。
そして,そ れは"自 己"と い う大 きな主題 に関わる感情であるために,青 年にとっては重大な意味 を抱 え
た感情体験であると思われる。
そ もそ も,自 己嫌悪感 とい う感情 はどのような感情体験 なのであろうか。 自己嫌悪感の感情様相につい
て,西 平(1973)は,自己嫌悪感 を自分自身 に向か う攻撃性 と した上で,自 己嫌悪感の感情様相 を,「自
へ
分の存在その ものが,差 恥 ・悔恨 ・酬 鬼・卑屈 などの感情に動か されて,何 ともいたたまれない気分」であ
ると表現 している。 また,詫 摩(1978)は,自己嫌悪 を感 じている際 には,暗 く沈んだ気分 と自己縮小感
が体験 される としている。そ して,河 合(ig8Dは,「 ともか く,い らい らするし,重 苦 しい,何 ともた
まらない もの」 とい う表現 を用いている。このようにみると,自 己嫌悪感 を構成する感情要素は,自 己に
対する否定的感情のすべてを含 むほ ど多岐にわたってお り,さ らにそれに付随 して重苦 しく沈んだ気分や
孤立感が感 じられる ということにな り,自己嫌悪感は複雑 な感情要素 によって構成されていると思われる。
次に,自 己嫌悪感が もた らす青年へ の影響 に関する言及に注 目する と,自 己嫌悪感 は,そ の感情内容が も
つ否定的様相か ら不逼応 との関連で語 られることが多 くある。実際,宮 下 ・小林(1981)は,疎外感研 究
の中で見出 した自己嫌悪感 という下位概念 について,問 題児群 と一般児群 を比較 した結果,問 題児群の方
が有意に高い得点を示 したと報告 してお り,問題行動 を惹起 させる素因の一つ としてみなしている。また,
Izard(荘厳訳,1996)は,自分自身が嫌悪の原因になるとい うことは,心 理的健全 さという点 からおそ ら
くもっとも深刻 な問題であると捉えてお り,内 に向けられた怒 りと嫌悪は,一 般 に抑 うつ状態の特性であ
ることを示 した。 さらに,一 般学生 を対象 とした佐藤 ・田中(1989)による研究 において も,自 殺の原因
として自己嫌悪が挙 げられてお り,自 己嫌悪や劣等感 に陥 り,自分 の存在価値 や生 きる意味がわか らなく
なって 自殺を考 えた者は,高 校生の実に44.8%を占めたという。
以上の ことを考えると,自 己嫌悪の心理は不適応や抑 うつ,さ らには 自殺 との関連が強い感情であると
思われる。 しか し,青 年期 における自己嫌悪感が,抑 うつや 自殺 と関連するという否定的様相 をもつ一方
で,発 達的観点か ら人格形成上の意義 を問 うた場合,そ れは肯定的意味合いで語 られることが少な くない。
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青年心理学では,苦 悩にはnegativeな面 ばか りでな く,人 格的成長 を促す面があることが注目されてお り,
青年期においてそれ を経験す るこ との意義が説かれている(加 藤,1977)。実際,自 己否定や劣等感,お
よび自己嫌悪感などについて論 じられるとき,そ れ らを補償 しようとする動機づけについての言及がな さ
れることが多いのである。たとえば,北 山(1995)は,自己批判的傾向は,「自己向上のプロセスの一部
として肯定的意味 を獲得 している」 と指摘する。 また,社 会心理学の分野で も,自 己への注目を実験的に
上昇 させると,自 己評価が低下する と同時に,自 分 の行動 を望 ましい方向へ近づけようとする努力がみら
れるとい う(た とえば,Duva1.S&Wicklund.R.A,1972)。そ して,自 己嫌悪感 に関する記述 として,詫 摩
(1978)は,自己嫌悪感が基礎になって自分自身を見つめ直 した り,そ れ に打 ち勝つように努力 し,そ れ
を通 して精神的な発達が促進 されてい くのだとし,青 年の成長には 自己嫌悪感 は有効であると示唆 してい
る。 また,荻 野(玉981)は,自己嫌悪があってこそ,「青年は新 しい 自己改革 を願い,未 来 を指向する価
値基準 を求め,本 当の自己を確立 してい くことがで きる」 としてお り,同 様 の見解が,Potash(1989)に
もみ られる。
このように,青 年期 における自己嫌悪感が,『嫌悪の対象 となっている自己』に対 して積極的に改めよ
うと努力する原動力 となるもので,か つ 『嫌悪の対象 となっている自己』 を抑制する働 きをもつのであれ
ば,青 年期 における自己嫌悪感 は人格形成上肯定的な意味合いを帯びていると考え られる。 しか し,自 己
嫌悪感の研究 を進めるにおいて,自 己嫌悪感 という言葉から推測 される否定的感情要素にのみ注目するの
であれば,お そらくこのような肯定的側面の検討 は不可能であると思 われる。
以上を踏 まえ,自 己嫌悪感 に関す る諸説をまとめる と,以 下の2点の ことが言え よう。すなわち,(1)
自己嫌悪感 は,多 種多様な感情要素によって彩 られている,(2)自己嫌悪感は青年へ否定的影響をもたら
す と同時に肯定的影響 をもたらしうるため,否 定的感情要素のみではな く,肯 定的感情要素 も含むものと
して捉 えるべ きであろう。これ ら2点は,青 年期における自己嫌悪感 を考える上で,重 要な要素であると
思われる。 しか し,こ れ らの要素が十分に考慮 されている自己嫌悪感尺度 は,未 だ見当たらないのが現状
である。 自己嫌悪感に関する尺度の作成を行なっている研究 としては,佐 藤(1994)が,自己嫌悪 を感 じ
させる要因を測定する尺度,つ ま り,ど ういった自分 に自己嫌悪 を感 じるかの尺度 を作成 し,そ の発達的
変化 を検討 している。他方,水 間(1996)は,自己嫌悪感 を"客 観的事実 はどうであれ,否 定的な感情や
事象が自分 自身に由来すると し,自分が 自分 自身の ことをいやだと感 じること"と 定義 した上で,全 体的
な自己に関 して,ど れ ぐらい"嫌 悪する"方 向の評価的感情 を自ら抱いているのかを測定する21項目の尺
度を作成 している。 ここで,水 間は,自 己嫌悪感 には① 自己への怒 り② 自己へ の無力感や意気 阻喪感③自
己滅亡感の3つの要素が含 まれるべ きであると考え,こ れらの構成要素に合致する ように項 目を選定 した
が,因 子分析 の結果,一 因子解釈が妥当であると し,"自己嫌悪感"と い う一要素で説明 している。これ
らの尺度は,自 己嫌悪 を感 じさせる要因を測定する尺度であった り,否定的感情要素のみ を対象 とした一
因子か らなる尺度であるため,上 述の2点 を包含 してい るとは言い難い。そ こで,本 研究では,上 述の2
点を考慮に入れた自己嫌悪感尺度の作成を目的 とす る。
ところで,自 己嫌悪感が人格形成上肯定的意義 を獲得するか否かは,そ の感情内容 もさることなが ら,
自己嫌悪感 に対 する姿勢や対処方法が重要となって くる と考えられる。たとえば,自 己嫌悪感 を体験 した
際 に,自 己を嫌悪する余 りその自己の存在を消 し去ろうとする方向に向かうか,あ るいは,嫌 悪すべ き自
己について考え理想 自己に向けての努力をするかとでは,青 年 に与える影響は大 きく異なって くるであろ
う。同様に,自 己洞察との関連 から,小 此木(1969)は,「自己洞察に自己嫌悪の心理 はつ きものである。
勇 を振って自らの汚 れ,醜 さに対面す るとき,自 己嫌悪の心理 の彼方には目ざめがあるにちがいない。」
と,自 己嫌悪 に対峙することが自己洞察へ の道であると指摘 している。そうだとすれば,自 己嫌悪感が人
格形成上肯定的意義 を獲得するか否かは,自 己嫌悪を感 じた青年がそれにどう立 ち向か うか とい う対処方
法 を考慮する必要がある と思われる。つま り,青 年にとっての自己嫌悪感が もつ機能的側面を考慮する場
合,自 己嫌悪感 とい う感情 その ものに加え,そ れに対する対処方法 など"一 連の体験"と して捉 えること
が重要になると思われるのである。
そ こで,本 研究 における自己嫌悪感尺度作成の試みにあたっては,自 己嫌悪感を構成す る感情要素に加
え,そ れを誘発する要因,お よびそれに対す る対処方法 という2つの要素 を導入することで,"一連の体験"
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としての自己嫌悪感"体 験"尺 度を作成する もの とする。 さらに,そ の感情要素については,否 定的要素
に加 え,肯定的要素も考慮 しながら,自 己嫌悪感体験の中で感 じられる幅広 い感情要素を含 むものとす る。
予備調査
【目的】青年期 における自己嫌悪感 を"一 連の体験"と して捉 え,(1)自己嫌悪を感 じる場面,(2)感 じ
られる感情,(3)自己嫌悪 を感 じた際の対処行動 とい う3つの要素に分別 した上で,そ れら各々を測定す
るための項目を作成する。
【方法】一連 の自己嫌悪感体験についての記述を収集す るため に,(1)"`自分がいやだ,き らいだ'と 感
じるのは,具 体的 にどの ようなときですか",(2)"`自分がいやだ,き らいだ'と 感 じたとき,具 体的 に
自分 自身 に対 してどのような気持 ちを感 じてい ますか",(3)"`自分がいやだ,き らいだ'と 感 じたとき,
どの ように対処 しますか",と い う3つの質問 に対 し,自 由記述で回答 を求めた。回答者は,大 学生214名
(男子99名,.女子115名)であった。
【結果】得 られた記述 を,内 容の類似度によって,以 下のようにそれぞれ分類整 理 しな。まず,(1)自己
嫌悪を感 じる場面に関 して,214名の大学生から553個の記述回答 を得 た。それ らの記述を整理 した結果,
次の6グループに大別 された。A)他人 を傷つけた り,他 人 に不快な思い をさせた りして しまうときとい っ
た,対 人的未熟 さを感 じる場面,B)対人関係が うまくいっていない ときといった,対 人能力の欠如 を感 じ
る場面,C)他人に対 して悪意を抱いてしまうときといった,心 の狭 さ ・未熟 さを感 じる場面,D)自分の欠
点 に気付いたときや劣等感を感 じるときといった,自 己評価が低下する場面,E)自分のやるべ きことをし
なかった とき,と いった意志の弱さを感 じる場面,F)自分のことだけを考 えて しまうとき,と いった自己
中心的な自分 に気付 く場面,の 以上6グループであった。これ ら6グループの記述の中から度数8以上 を得
た記述 を抽出 し,そ れらを元に筆者が加筆 ・修正 を行ない,合 計48項目の自己嫌悪感体験尺度 一場面項目
(以下,場 面項目とする〉を作成 した。
次 に,(2)自己嫌悪の際 に感 じられる感情に関 して得 られた,470個の記述回答 を整理 した。その結果,
次の8グループに大 別された。a)自分 に腹が立つな どの自己への怒 りを表す もの,b)自 分 にあきれるな ど
の 自己への失望を表すもの,c)変 わりたい,改 善 したい といった変革 ・成長願望 を表す もの,d)悲しくな
る,落 ち込 むといった抑 うつ的な気分を表す もの,e)自分 はダメな人間だ と思 うといった 自己に対する否
定的評価を表す もの,f)自分 を傷つけた くなるといった自己破壊願望 を表す もの,g)すべ てか ら逃げたい
といった逃避願望 を表す もの,h)性格だから仕方ないといった 自分 に対するあきらめ を表す もの。これ ら
8グループに大別 された記述の中から度数6以上 を示 した記述 を抽 出 し,そ れ らを元に筆者が加筆 ・修正を
行ない,合 計35項目の自己嫌悪感体験尺度 一感情項 目(以 下,感 情項 目とする)を 作成 した。'
さらに,(3)自己嫌悪 を感 じた際の対処行動 に関 して得 られた,429個の記述 回答 を同様 に整理 した。
その結果,次 の10グループに大別 された。A)自己の改善への意欲,B)抑圧 ・気分転換,C)放棄,D)自己
洞察,E)楽観,F)あきらめ,G)抑うつ的対処,H)自己受容姿勢,1)直接的対処,」)発散,の10グループで
あった。続いて,各 グループか ら度数4以上を示す記述を抽出 し,それらを元に筆者が加筆 ・修正を行ない,
合計32項目の自己嫌悪感体験尺度 一対処行動項 目(以 下,対 処行動項目とする)を 作成 した。
以上のように,予 備調査では,(1)場面項目48項目,(2)感情項 目35項目,(3)対処行動項 目32項目を
暫定的に選定 し,計lI5項目の自己嫌悪感体験 尺度が作 成された。
研究
【目的】 自己嫌悪感を構成する感情要素に加 え,そ れ を誘発する要因,お よびそれに対する対処方法 とい
う2つの要素 を導入 した,"一連の体験"と しての自己嫌悪感体験尺度 を作成 し,そ の信頼性 と妥当性を検
討する。
【方法】
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1.調 査対象 京阪神の大学生・大学院生257名(男子108名,女子149名)。平均年齢は20.42(SD=1.88)歳。
2.質 問紙の構成
①自己嫌悪感体験尺度暫定版一予備調査に よって暫定的に選定 された,(1)場面項 目:48項目,(2)感
情項 目:35項目,(3)対処行動項 目:32項目,合 計ll5項目。(1)場面項 目および(2)感 情項 目に関
しては,「まった く感 じない」か ら 「非常 に感 じる」の6段 階評定で,(3)対処行動項 目に関 しては,
「まった くしない」か ら 「いつ もそうす る」の5段階評定で回答 を求めた。
②水間(1996)による 自己嫌悪感尺度一併存的妥当性 を検討す るために,水 間(1996)によって作成 さ
れた自己嫌悪感尺度 を用いることとした。21項目,5件法。
③自尊感情尺度一 自己嫌悪感 は自己に対する.否定 的評価 に基づいていると考えられるため,自 己に対す
る肯定的評価 を基礎 とする 自尊感情 とは負の相 関を示す ことが構成概念 的に予想 される6そ こで,
Rosenberg,M.(1965)のSelf-EsteemScaleの邦訳版(山 本 ・松井・山成,1982)10項目を概念的妥当性の
検討に使用することとした。5件法。主因子法 による因子分析 を行 なったところ,従 来通 り1因子が抽
出されたが,項 目8(もっと自分 自身を尊敬 できるようにな りたい)に おいて,共 通性お よび因子負
荷量 が極めて低い値 を示 していた。Cronbachによる α係数 は,全10項目において.849を示 したのに対
し,項 目8を除 く9項目で.874を示 し,・α係数の値が上昇 した。 したがって,項 目8は,内 的整合性の
観点から異質である と考えられたため,分 析には使用せず,残 り9項目を採用することとした。
④SDS日本版(自 己評価式抑 うつ性尺度)一lzard(荘厳訳,1996)は,内に向けられた怒 りと嫌悪は,
一般 に抑 うつ状態の特性である と述べている。この ような観点から,自 己嫌悪感は抑 うつ性 と正の相
関を示す と考えられる。そこで,Zung(1965)が開発 した 自己評価式抑 うつ尺度(SDS;Self-rating
DepresslonSca且e)の日本語版(福 田・小林,1973)を概念的妥当性の検討 に使用 した。20項目,4件法。





まず,場 面項目48項目について,Promax回転 による因子分析(主 因子法)を 行 なった。初期解 の固有
値の推移か ら判断 して,ほ ぼ単純構造 をな し,解 釈可能で安定 した因子 を抽出する最大の因子解 を最適解
と して,5因子が適当であると判断された。 さらに,各 因子に負荷の高かった上位5項目を選択 し,全25項
目について再度因子分析 を行 なった結果,再 び5因子が抽 出された。最終的 に,こ の25項目を場面項 目と
して確定 した。因子パターンをTable.1に示す。5因子解 による累積寄与率は54.5%であった。
第1因子 に因子負荷量の高い項目は,「自分は能力のない人間だ と思ったとき(.92)」,「自分が他人 より
劣 っていると感 じた とき(.86)」な どの項 目で,予 備調査においてD)グループに分類 された項 目が多 く,
その項 目内容から,自 分の理想や他 人との比較において,そ れよ りも自分に能力が ないと感 じる状況,あ
るいは自己の嫌悪すべ き側面 に目が向 く状況 を指 してお り,よ り直接的 に自己評価が低下す る場面 を表 し
ていると解釈 された。そ こで,こ の第1因子 を 「直接的な自己評価低下場面」因子 と命名 した。
第2因子に高い負荷量 を示 した項 目は,「心の中で人を悪 く思 っているとき(.89)」,「他人の失敗や不幸
を願って しまうとき(.72)」などで,こ れらの項 目は,す べて予備調査 においてC)グループに分類 された
項 目であ り,そ の項目内容か ら,他 人に対 して悪意 を抱いて しまったことに対する自責感を感 じている状
況である と解釈 された。そこで,こ の第2因子は,「罪悪感 を感 じる場面」因子 と命名 された。
第3因子 に因子負荷量の高い項 目は,'「他人に迷惑をかけて しまった とき(.83)」,「人 との約束 を破 った
とき(.70)」などで,こ の因子は,予 備調査 においてA)グループに分類 された項 目が多 く,そ の内容か ら,
対人場面において 自分の至 らなさ ・未熟 さにより他 人に不快な思いをさせて しまった状況であると解釈 さ
れた。そこで,こ の第3因子 は,「対人的未熟 さを感 じる場面」因子 と命名 された。
第4因子 に高い負荷 を示 した項 目は,「何か を途中で放 り出 してあきらめて しまったとき(。76)」,「自分
のやろうと思 っていたことがで きなかったとき(.63)」などで,こ れ らの項 目は,予 備調査 においてE)グ
ループに分類 された項 目であ り,そ の内容か ら,や るべ き自分の課題 を成 し遂げることができない 自分の
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Table.1場 面項 目25項目の 因子パ ター ン行列(Promax回転 後)
項目内容 F1 F2 F3 F4 F5 ゐ2
自分は能力のない人間だと思ったとき .85 .11 一⑩2 一.08 「04 .59
自分が他人より劣っていると感じたとき .74 .09「09 .04 .0灌 .49
恥をかいたとき .68「02 .09 「10 .05 .68
人にできることができなかったとき .67 .01 rO3 .06 .00 .48
失敗したとき 60 一13 04 .08 19 .55
他人の失敗や不幸を願ってしまうとき .07 .88 rO8 .09 門12 .68
心の中で人を悪く思っているとき .06 .81 「08 「03 .11 .50
相手を見下してしまったとき 一.05 .64 .12 .01 .12 .64
人や物にやっあたりしたとき .08 .63 .20 .02 「26 .58
苦手・嫌いな人に冷たい態度をとってしまったとき 一16 49 02 「03 .39 .39
他人に迷惑をかけてしまったとき .12 「01 .88 、04 「14 .67
人との約束を破ったとき rO2rO2 」2 。10 一.07 .70
他人に不愉快な思いをさせたとき 「04 .18 .71 「16 .10 47、
マナーや礼儀を守れなかったとき 凡04 .00.57 .14一.03 .61
一13 一〇3 53 12 30 ,47
否蓼蔑 鶉簾 藷諾 叢できなかったとき .06 一、で3 一.07 .74 」3 .56
何かを途中で放り出してあきらめてしまったとき 「2唖 .12 .05 .69「04 。56
やらなければならないことをやらなかったとき .15「05 .22 .60 「08 .43
すべきことをせずに楽な道へ流されてしまったとき ρ4 」5 01 .59「07 .46
思ってる㍗とと実際に行動する一とが違うとき 14 06 一〇1 43 .19.62
対人関係がうまくいかないとき 」2 凡09 .07 r11 .77 .46
些細なことをいつまでも気にしてしまうとき .00 rO2 「23 ,13 .74 .60
人とうまく接することができなかったとき .18 一.06 .11 一.05 .65 .52
人に嫉妬を感じたとき .08 .21 .09 .04 .43 .40
素直になれないとき 一〇2 15 12 05 42 50
「










意志の弱 さを感 じる状況であると解釈 された。そ こで,こ の第4因子を 「意志の弱 さを感 じる場面」因子
と命名 した。
第5因子に負荷量の高い項目は,「対人関係が うまくいかないとき(.68)」,「些細なことをいつまで も気
にして しまうとき(59)」などであった。この因子 は,予 備調査においてB)グループに分類 された項目群
が高い負荷 を示 してお り,そ の項 目内容 から,対 人能力がないために対人関係 をうま くこなすことがで き
ていない状況であると解釈 された。そこで,こ の第5因子 を 「対人能力の欠如 を感 じる場面」因子 と命名
した。
続いて,こ れら5因子の因子間相関に着 目する と,.388～.650の高い相 関がみられた。各因子問いずれに
も高い相関がみ られることから,自己嫌悪 を感 じる場面に関する各因子 は相互 に関連 していると言え よう。
②感情項 目に対する因子分析
次 に,予 備調査で暫定的に選定 された自己嫌悪を感 じた際の 「感情」 に関する35項目について,フ ロア
ー効果が生 じていた3項目を除 いた32項目に対 して,Promax回転 による因子分析(主因子法)を行 なった。
初期解の固有値の推移から,ほ ぼ単純構造 をな し,解釈可能で安定 した因子 を抽出す る最大の因子解 を最
適解 として,6因子解が適当であると判断された。 さらに,各 因子に負荷の高かった上位3項目を選択 し,
全17項目(第6因子に負荷 の高い項 目が2項目のみであったため,全17項目になっている)について再度因子
分析 を行 なった結果,再 び6因子が抽出 された。最終的に,こ の17項目を感情項 目として確定 した。因子
パターンをTab且e,2に示す。6因子解 による累積寄与率は64.3%であった。
まず,第1因 子 に因子負荷量の高かった項目は,「自分 に対 して腹が立つ感 じ(.92>」,「自分に対 して怒
る感 じ(.87)」,「悔 しい感 じ(,82)」であった。この因子 は,予 備調査 においてa)およびb)グループに
分類 された項 目が高い負荷 を示 しているが,と くにa>グループの項 目が多 くを占めていることか ら,こ
の第咽 子 は,自 分に対する腹立 ちや怒 りといった感情 を表 している と解釈 された。そこで,こ の第1因子
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を 「自己に対す る怒 り」 因子 と命名 した。
第2因子に因子負荷量が高い項 目は,「すべてか ら逃げだ したい感 じ(.93)」,「絶望的 になる感 じ(.82)」,
「自分 はダメな人間だとい う感 じ(.67)」であった。 この因子は,予 備調査でe)お よびg)グ ルー プに分
類 された項 目が高い負荷量 を示 してお り,そ の項 目内容から,自 己に対 して過度の否定的評価 を下すこと
によって,今 目の前にある現実 に絶望 を感 じ,そ こから逃れたい,あ るいはや り直 したいという感情を表
していると解釈 された。そこで,こ の第2因子を 「自己逃避願望」因子 と命名 した。
第3因子 に高い負荷 を示 した項 目は,「自分 を変えたい,あ るいは変わりたい という感 じ(.85)」,「そう
いう自分 を直 したいとい う感 じ(.79)」,「もっとこうなれたらなあと理想 をイメージする感 じ(.69)」で
あった。 これら3項目はすべて予備調査 においてc)グループに分類 された項 目であった。項 目内容 から,
この第3因子は,自 己嫌悪の対象 となった 自己 を改善 したい,あ るいは自己の成長を望む とい った感情状
態 を表 していると解釈 された。そこで,こ の第3因子は 「自己成長願望」因子と命名された。
第4因子 に因子負荷量が高い項 目は,「気分が沈む感 じ(.76)」,「悲 しくなる感 じ(.73)」,「何 もした く
ない し考 えた くない という感 じ(.4D」であった。 これらの項 目は,予 備調査 においてd)グ ループに分
類 された項 目群であ り,そ の内容か ら,こ の第4因子 は,自 己に対する感情 というよりもむ しろ,単 純 に
気分が沈 むな どといった抑 うつ的な気分 を表 している と解釈 された。そこで,こ の第4因子 を 「抑 うつ的
気分」 と命名 した。
第5因子について,因 子負荷量の高かった項 目は,「自分はいやな人間だという感 じ(.68)」,「自分がい
やになる感 じ(.61)」,「自分が嫌いになる感 じ(.40)」であった。これ らの項 目は,予 備調査で分類 され
たa)およびe)グループに属する項 目群であ り,そ の項目内容から,自 分がいやになるなどといった自己嫌
悪感 という感情状態 を端的に表 してお り,自 己嫌悪感 の中核的な要素を示 しているもの と思われた。そ こ
で,こ の第5因子 を 「単純 自己嫌悪感」 因子 と命名 した。
最後に,第6因 子 に高い負荷量 を示 した項 目は,「性格 だか ら仕方 ないとい う感 じ(,71)」,「自分はこう
い う人間だとあきらめる感 じ(.71)」であ6た 。 これらの項 目は,予 備調査 でh)グループに分類 された項
目群であ り,項 目内容から,嫌 悪の対象となった自己に対 してあ ぎらめを感 じつつ も,そ れを自分の個性
や性格 として認め,改 めて 自己を受容 しようとする感情状態を表 していると解釈された。そこで,こ の第
Table.2感情項 目17項目の因子 パター ン行 列(Promax回転 後)
項目内容 f1 f2 f3 f4 f5 f6B五2
自分に対して腹が立っ感じ .86、06 一.07 .03 .14 「08 .68
自分に対して怒る感じ .83 .08 「01 「16 .04 .03 .65
悔しい感じ .67 「03 。08 .25 「15 .03 .55
すべてから逃げだしたい感じ 一〇6 .83 .00 .08 「06 .04 .82
消えてしまいたい感じ 」5 .83 「01 「14 一.03 .01 。66
絶望的になる感じ 一.08 .69「01 .08 .08 一.10 .57
自分を変えたい、あるいは変わりたいという感じ 「10 一、04 .89 .03 」)7 一.06 .79
そういう自分を直したいという感じ .02 .00 .87「03 ,02 .02 .η
もっと成長しないといけないなあという感じ .37 .05 。48 「02 「09 .03 .62
気分が沈む感じ 一.01 」)4 一.02 ,go 一、06 「02 .77
悲しくなる感じ .03rO5 .02.74 .05.10.59
落ち込む感じ .03 27 「02 .42 .21 「04 .31
自分がいやになる感じ .10 ㌦05 「08 .01.89「04 .87
自分はいやな人間だという感じ .10 .01 .08 .04 .64 .04 43
なぜ 自分はこんな人間になってしまったのだろうという感じ 「11 」2 .14 「04 .58 .03 .78
















小,、 、以 下 示
自己嫌悪感体験尺度作成の試み 15i
6因子 は 「自己受容努力感情」因子 と命名された。
抽出 されたこれら6因子の因子 問相 関に着 目す ると,.035～.674の相関がみ られた。一部を除いて,各 因
子問にある程度の相関が得 られたことか ら,各 因子 は相互 に関連 していると言 えるが,第3因 子の 「自己
成長願望」因子 と第6因子の 「自己受容努力感情」因子 との相 関(.035)が著 しく低 くなっていた。この
ことは,現 在の自己に満足せず,よ りよい自己を目指そうとする積極的 な第3因子の感情要素と,そ れ に
対 して,現 在の自己に不満は感 じつつ も,あ りの ままの自己 を受 け入れようとする消極的な第6因子の感
情要素の,そ れぞれが もつ意味合いを考慮すれば,理 解 され よう。
③対処行動項 目に対する因子分析
最後に,暫 定的に選定 された自己嫌悪 を感 じた際の 「対処行動」 に関する32項目について,フ ロアー効
果が生 じた7項目を除 く25項目に対 して,Varimax回転 による因子分析(主因子法)を行なった。初期解の固
有値の推移か ら,4因 子解が適当であると判断 された。さ らに,各 因子に負荷の高かった上位4項目を選
択 し,全16項目について再度 因子分析 を行 なった結果,再 び4因子が抽出された。最終的に,こ の16項目
を対処行動項目と して確定 した。因子分析結果 をTable.3に示す。4因子解に よる累積寄与率 は45.8%であ
った。
第咽 子の代表項 目として,負 荷量 の高い2項目を挙 げると,次 のようである。「何がいけなかったのか
を考 える(。79)」,「自分 自身を見つめなおす(.77)」。この因子は,予 備調査においてA)およびD)グルー
プに分類 された項 目群が高い負荷 を示 してお り,そ の項 目内容から,自 己嫌悪を感 じた際に,冷 静に自己
洞察を行なお うとすると同時 に,建 設的な方向へ と向かって 自己を改善 しようとする姿勢を表 している と
解釈 された。そこで,こ の第1因子 を 「自己洞察意欲」因子 と命名 した。
第2因子の代表項 目として,因子負荷量 の高い項目を3つ挙 げる と,「仕方ない と自分 を納得 させる(.82)」,
「自分はこういう人間だとあ きらめる(.ラ1)」,「そういう自分 も自分 なんだと受 け止める(.49)」であった。
この因子は,予 備調査 においてF)およびH)グループに分類 された項 目が高い負荷 を示 してお り,そ の項 目
内容 から,嫌 悪的側面 をもつ 自己に対 してあ きらめを感 じつつも,そ ういう自分 も自己 として認めていこ
う,受 容 していこうとする姿勢を表 している と解釈 された。そ こで,こ の第2因子 は 「自己受容姿勢」 因
子 と命名 された。
第3因子 に,因 子負荷量の高い項目は,「気分転換す る(.63)」,「他の事 を考 えようとする(。60)」,「忘
れる,ま たは忘 れようと努力する(54)」などであった。この因子は,予 備調査においてB)およびE)グル
ープに分類 された項 目群が高い負荷 を示 してお り,そ の内容から,自 己嫌悪を感 じたときに,抑 圧するこ
とに よってそれを忘却 しようとす る,あ るいは気分転換をす るこ とに よって自己嫌悪 を忘れようとす る,
Table.3対処 行動 項 目16項目の回 転 後因 子行 列(Varimax回転後)
項 目内容 F1 形 紹 F4 51～2
何がいけなかったのかを考える .77 「06 .02 ,11 .61
自分自身を見っめなおす .76 ,07 .03 一.01 .59
いやな自分を改善しようと努力する .72 「13 」)9 一。26 .61
同じことをしないよう次からどうすればいいか考える .72 .02 .04 一.14 .54
仕方ないと自分を納得させる .06 .81 」7 」2 .70
自分はこういう人間だとあきらめる 「18 .77 」0 .12 .65
そういう自分も自分なんだと受け止める .09 .48 ,21 一.11 。30
自分を正当化しようとする 「03 .37 .32 「06 25
他の事を考えようとする .06 .24 .64 .19.50
気分転換する 」0 .10 .63 .04 .42
できるだけ前向きに考える .32 .13 .56 「27 .51
考えないようにする 一.18 .20 .55 .15.39
ただ落ち込む 「17 「01 「05 .65.46
人間関係から遠ざかる .06 .02 「01 .50 .25
そのまま放っておく(何もしない) 「30 .33 .09 .42 .38
他人や物にあたる 一〇4 一.01 .17 .39.18
小 。、以下を表示)
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というような姿勢 を表 していると解釈 された。そこで,こ の第3因子は 「忘却努力」因子 と命名 された。
第4因子に高い負荷量 を示 した項 目は,「ただ落ち込む(.67)」,「人間関係 から遠 ざかる(.49)」「そのま.
ま放 ってお く(何もしない)(.42)」な どであった。この因子は,予 備調査 においてC)およびG)グループに
分類 された項目群が高い負荷を示 してお り,そ の項 目内容か ら,自 母嫌悪 を感 じたときに,落 ち込 んだ り
引 きこもった りするといった抑 うつ的な対処法で対応する傾向を表 していると解釈 された。そこで,こ の
第4因子 を 「抑 うつ的対処」因子 と命名 した。
2.信頼性 の検討
場面項 目における各下位尺度について,Cronbachによるα係数を算出 した ところ,直 接的な自己評価低
下場面で.85,罪悪感 を感 じる場面で,86,対入的未熟 さを感 じる場面で.84,意志の弱 さを感 じる場面で.81,
対人能力の欠如を感 じる場面で.82であ り,い ずれ も高い値 を示 した。 また,全25項目の α係数は.93であ
り,十分 に高い値が得 られた。 このことは,尺 度全体 として自己嫌悪感 を感 じる場面 という一貫 した概念
を測定 しているということを示す ものである。
次 に,感 情項 目における各下位尺度 について,Cronbachによる α係数 を算出 したところ,自 己に対する
怒 りで.85,自己逃避願望で.82,自己成長願望 で.82,抑うつ的気分で.82,自己嫌悪感で.80,自己受容努
力感情で.67であった。自己受容努力感情因子についての α係数が若干低い値 を示 したが,下 位尺度項 目
が2項目とい う項 目数の少なさを考慮すれば,理 解 される値である。その他 の下位尺度における α係数は
十分 に高い値 を示 した。 また,全 体尺度に対する α係数は.89であ り,ほ ぼ高い内的整 合性がみとめ られ
た。
最後に,対 処行動項 目における下位尺度 について,Cronbachによるα係数を算出 した ところ,自 己洞察
意欲で.84,自己受容姿勢で.71,忘却努力で.70,抑うつ的対処で.57であった。・第4因子の α係数が低 く,
また,全16項目の α係数 も.67と低か ったため,一 部 において内的整合性 はみ とめられず,対 処行動項 目
に関 しては,今 後再検討 の必要があると思われた。
3.併 存的妥 当性 の検 討
'水間(1996)による自己嫌悪感尺度は,自 己嫌悪を感 じた際の感情内容 を測定するもので1因 子からな
り,そ の合計得点は自己嫌悪感情の強 さを表すものである。 よって,あ る場面における自己嫌悪感の感 じ
やすさを測定する場面項目と,感 情 の強 さを測定する感情項 目との併存的妥当性 を検討するには有効であ
ると思われるが,自 己嫌悪 を感 じた際の対処行動 タイプの傾向を測定する対処行動項 目とは,関 連が想定
で きない。そのため,水 間に よる 自己嫌悪感 尺度合計得点 と,場 面項 目および感情項 目の下位尺度得点 と
の相 関係数のみを算 出した。結果をTable。4に示す。ほぼすべての下位尺度得点との問に有意な,中 程度お ・
よび高い相関がみ られ,ま た場面全体得点お よび感情全体得点との問に高い相関係 数が得 られたため,併
存的妥当性は確認 された。
水 間による自己嫌悪感尺度 は,多 次元の下位概念 を仮定 していたものの,結 果 としては1因 子によ り説
明 されていた。それに対 し,自 己嫌悪感体験尺度内の感情項 目は,多 次元で構成 されてお り,他概念 との
関連 をみる上で もより細分化 された形での検討が可能になると思 われる。
4.構成 概念的妥 当性 の検 討
概念的妥当性 を検討するため,対 処行動項 目を除いた場面項 目および感情項 目と,自 尊感情尺度との相
関係 数 を算出 した ところ,下 位尺度 にお いて も全体尺度 において もすべて有意な負の相関がみ られた
(Tabie.4)。
また,抑 うつ性を測定するSDSとの相 関において,.多くの各下位尺度 との問に有意な正の相関がみ られ
た ものの,一 部において相関がみられなかった(Table.4>。
本研究 における尺度の作成にあたっては,自 己嫌悪感体験が もたらすであろう否定的様相 と肯定的様相
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の両者を検討 しうる尺度の作成 を目的 ζして きたgこ こで,肯 定的 自己評価感情で ある自尊感情 とはすべ
てにおいて負 の関連 がみ られなが ら,自 己嫌悪感(抑うつ性)がもたらす と考 えられる抑 うつ性(自己嫌悪
感)と一部において関連がみ られなかったことは,こ の自己嫌悪感体験尺度が,否 定的自己評価感情 とい
う特質を維持 しなが ら,そ の影響 と しては否定的様相に加え,肯 定的様相 をも含んでいることを示唆する
ものであろ う。 これによ り,概念的妥当性 は確認 されたと言える。
5.尺度内の関連
自己嫌悪感体験尺度 は,場 面 ・感情 ・対処行動の3つの要素により,"青年期 における自己嫌悪感"と い
う体験 を捉え,ま た,そ のそれぞれを測定 しようとい う試みから作成 された ものであ った。1それゆえ,3
つの要素はそれぞれ関連がある と考えられる。ここで,一 連の感情体験 という流れに従 うのな らば,場 面
→感情→対処行動 といった順で関係 をもつ ものと思われる。 その ことを考慮 した上で,3要素 における各
下位尺度間の相 関分析か ら,以 下のことが考察 された。結果をTable.5に示す。
場面項 目と感情項 目に関する相関分析 の結果,.ほとんどすべての下位尺度得点問において,1%水 準で
有意であっ鵡 この結果から,全 体 として,あ る場面で感 じられる自己嫌悪感の強さは,6つの感情要素
からなる自己嫌悪的な感情の強 さと正の関連がある ということが示 された。 これは,自 己嫌悪を感 じる場
面 と感 じられる自己嫌悪的 な感情 との問の関係であ り,正の関連があ って当然の もの と考え られる。また,
ほとんどすべての下位尺度問で有意な相関があることから,自 己嫌悪 を感 じる場面によって,感 じられる
感情内容 に変わ りはないと推測 されたが,f6:自己受容努力感情 に関 しては,F1:直接的な自己評価低下
場面 と弱い相関がみ られる ものの,そ れ以外の下位尺度問 とは有意な相関がみ られなかった。 これは,自
分の心の狭 さ・未熟 さのために,他 人に対 して悪意を抱いて しまう場面(F2:罪悪感 を感 じる場面)や,
自分の未熟 さにより他人に不快 な思いをさせて しまう場面(F3:対人的未熟 さを感 じる場面),お よび自
分の意志の弱 さを感 じる場面(F4:意志の弱 さを感 じる場面)な どでは,自 己に対 してあ きらめを感 じつ
つ も,自 分の個性や性格 として受容 しようとす る感情(f5:自己受容努力感情)を 感 じない ということで
あろ う。その理 由として,こ れ ら4つの場面での 自己嫌悪感は,"ある意味 で可逆性 を帯びた一過性の事象
の原因となった自己"に 対する嫌悪感であるため,そ れを自分 の個性や性格 といった不変的なもの として
受け止め ようとい う感情 を生 じさせ ないか らではないかと推測 された。
次に,場 面項 目と対処行動項 目に対する相関分析の結果を,有 意な相関係数が得 られた ものに焦点 を当
て,以 下に述べ る。「自己洞察意欲(Fl)」は,す べての場面項 目下位尺度得点 との問に有意な正の相関が
み られた。 このことか ら,全 体 として,青 年は,い ずれの場面 において も,そ の対処行動 として,冷 静に
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自己洞察を行なうと同時に,建設的な方向へ と向かつて自己を改善 しようとする姿勢(Fl:自己洞察意欲)
を示す傾向があると考 えられた。 しか し,一 方で,「直接 的な自己評価低下場面(Fl)」と 「対人能力の欠
如 を感 じる場面(F5)」は,「抑 うつ的対処(F4)」との問にも正の有意な相関が得 られている。これは,
直接的な形で 自己評価が低下する場面(F1:直接的な自己評価低下場面)や 対人能力がないために対人関
係 をうまくこなす ことができない場面(F5:対人能力の欠如 を感 じる場 面)と い うものが,具 体的お よび
一時的場面でな く根本的な自己の評価および特性 に関わっているために,自己への失望 を招 き,その結果,
人間関係から遠 ざかるというような,抑 うつ的な対処方法をとるのではないかと推察 された。
最後 に,感 情項 目と対処行動項目の相関分析 の結果 を,以 下に述べ る。「自己洞 察意欲(FD」 では,
「自己逃避願望(fl)土と 「自己受容努力感情(f5)」を除 くすべ ての因子 と正の相関がみ られた。「自己受
容姿勢(F2)」は,「自己成長願望(f3)」との間に有意 な負 の相関,「自己受容努力感情(f5)」との間に
有意な正の高い相関が得 られ,「忘却努力(F3)」は,「自己嫌悪感(f6)」因子 との間にのみ負の有意な相
関がみ られた。「抑 うつ的対処(F4)」においてはほ とん どすべての感情項 目下位尺度得点 と有意な相関が
み られたが,「自己成長願望(f3)」との間の相関係 数は負を示 していた。これ らの結果から,自 己を改善
したい,あ るいは自己の成長 を望 むといった感情(f3:自己成長願望)は,自 己洞察や 自己を改善 しよう
という意欲での対処行動(Fl:自 己洞察意欲)を 強 く導 き,ま た,自 己に対 してあ きらめを感 じつつ も,
自分の個性や性格 として受容 しようとする感情(f5:自己受容努力感情)が,同 じく受容姿勢 を表す対処
行動(F3:自己受容姿勢)と 深 く関わっているということが示 されたが,こ れらは,そ の両因子が表す内
容 を考慮すれば当然のことと考えられる。 さらに,自 己の改善 ・成長願望を表す感情(f3:自己成長願望)
が,自 己に対 してあきらめを感 じつつ も,そ うい う自分 も自己 として受容 していこうとする姿勢(F3:自
己受容姿勢),お よび落 ち込 んだ り引 きこもった りするといった抑 うつ的な対処法で対応す る傾向(F4:
抑 うつ的対処)と 負の関連があることに関 して,自 己の成長や改善を望むといった積極的,か つポジティ
ブな意味合いの強い感情が,現 状に甘ん じる とい う消極的な対処や,抑 うつ的といったネガティブな対処
と負の関連 をもつ ことはその内容から言って理解 される ところである。これ らの ことから,自 己嫌悪を感
じた際 に感 じられる感情によって,導 かれる対処行動 タイプはそれぞれ異なるが,そ れらはその感情内容
が もつ性質に大 き く依存する ものであると考 えられた。
以上のことから,一 連の感情体験 と しての 自己嫌悪感は,そ れ を感 じる場面 によって,そ の後導かれる
感情内容や対処行動 は異な り,さらに,そ の感情内容 によって もその後導かれる対処行動が異なるという,
連鎖的 なつなが りが見出 されたと言え よう。
Table.5自己嫌悪感 尺度 内相 関
感 情 項 目 1 対 処 行 動 項 目
1
f1 f2 f3 f4 f5 f6 F1 E2r E3F4





































F5対人能力の欠如を感じる場面 .457騨.479紳.519帥 .494牌.589躰 .061.261帥 一.090 一.022.176榊




情 f3自己成長願望 .474"一.228錦 .082一.192樽
項 f4抑うつ的気分 .242綿一.015 「020.285紳
目 f5自己嫌悪感 .215牌一.036 一.168紳.257榊
f6自己受容努力感情 一.057 .598躰 .066.223騨
注)対処行動項目下位尺度 阿 自己洞察意欲 擢 自己受容姿勢 (ホρ〈.05 "ρ〈.01)
尺9忘 却努力 醒 抑うつ的対処
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まとめと今後の課題
以上のように.本 研究では,場 面・感情 ・対処行動の3要素か らなる自己嫌悪感 体験尺度 が作成 された。
とくに,感 情項目においては,従 来の自己嫌悪感尺度 と比較 して,よ り精度お よび有用性の高い多次元で
構成 され る尺度が作成 され,青 年期 における自己嫌悪感 という感情は,6つの感情要素か らなる とい う構
造 をもつ ことが示唆 された。 これにより,他概念 との関連を検討する上で も,よ り有効であると考えられ
た。また,青 年期 における自己嫌悪 とい う経験 を,自 己嫌悪 を感 じる場面 ・感 じられる感情 ・感 じられた
際の対処行動 とい う3つの要素に分 け,そ こからそれぞれ,5つの場面 ・6つの感情要素 ・4つの対処行動 タ
イプが見出された ことにより,青 年にとっての自己嫌悪 とい う経験は,よ り細分化 された形での把握が可
能 になったと言えよう。しか し,信頼性 について,対 処行動項目にはい くらかの問題が残 る結果 となった。
それに関 しては,今 後,よ り精度の高い尺度 を目指 し,再検討する必要があろう。
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APreliminaryConstructionof
Sdf」DisgustExperienceScale
MOTOYOSHIRie
ThepurposeofthisstudyistoconstrucUheSelf-Disgust.ExperienceScaleandtoexaminethesmlctu爬of
theexperienceofse且fdisgustinado且escents.This6caleisassumedtocontalnthpsituationsub-scalewhichmeasu爬s.
thesituationwherese1卜disgustisexperienced,theemotionsub-scaiewhichmeasじresthe...emotionsinself」disgust
experiences,andthecoping-stylesub.sca1信whichmeasuresthecopingstyleswithself-disgustexpedences.First,a
preparatolyinvestigationwasconducted,whereaprovisionalSelf-D量sgustExperienceSca豆ewasconstructed.The
ll5-itemprovisionalscalewascompletedby257universltystudents(108.men?i49women).Factoranalysis
yie且4ed5factorsf士omthesituationsUb-scale(25items),6factorsf六)mtheemotionsub-scale(17items),and4
factorsffomthecoping-stylesub-scale(16items).AlthQughreliabilityofthecoping-sty韮esub-9calewaslow,high
reliabilityofthesituationalandemotionalsub-scaleswasconfimledbyresultsofmeasuresofintemalconsistency.
Inaddition,validitywasassessedbycorrelationalanalysis.
Theresultsshowedthatthesituationa韮andemotionalsub-scalesoftheSelf-DisgustExperienceScalehad
highreliabiiityandvalldity,andthatadolescentsexperiencevariousemotionsintheexperienceofse監f-disgusし.
